
 
 
 

愛知県感染症情報  
 

平成１１年第２１週（５月第４週） 

 

（コメント）                                

 感染性胃腸炎の報告数は、定点あたり 5 .3 人（ 588 人 / 112 定点）でした。  

 水痘の報告数は、定点あたり 3 .8 人（ 427 人 / 112 定点）でした。。  

  手足口病の報告数は、定点あたり 1 .3 人（ 141 人 / 112 定点）でした。  

 

（先生方からのコメント）                          

・  兄弟でカンピロバクター（ +）でした。犬が２週間前から下痢をしており、  

 犬から感染したと思われます。  

 （西尾市  やすい小児科）  

・  幼児での水痘の流行がつづいています。  

  （瀬戸市  津田こどもクリニック）  

・  扁桃発赤、発熱４～５日のアデノ様発熱あり  眼症状（－）。  

（岩倉市  なかよしこどもクリニック）  

・  咽頭結膜熱による高熱持続（４～５才）がやや多い。  

（豊橋市  豊橋市民病院）  

・  咳の続く発熱疾患が増えています。  

（豊橋市  大谷小児科）  

・  Rota (+ )がありました。  

（豊橋市  冨田小児科）  

・  手足口病が目立ってきました。  

  （岡崎市  花田こどもクリニック）  

・  ５才男カンピロバクター。  

７才男 S.au reus MRSA（ -）。  

（岡崎市  にいのみ小児科））  

・  異型肺炎  ５才男児、６才女児。  

2 才女児カンピロバクター（ +）腸炎  

（岡崎市  医療法人川島小児科水野医院）  

 

 



 

 

・  ７才女子１名 O18 検出。ベロ毒素は検索中。  

  （尾西市  城後小児科）  

・  水痘が多発しています。  

（一宮市  平谷小児科）  

・  3 才  E.co l i  O-26。  

  （田原町  かわせ小児科）  

・  今年初めて手足口病がでました。  

（春日井市  片山こどもクリニック）  

・  今週は、どの感染症も家庭内感染が目立ちました。  

（蒲郡市  医療法人鈴木小児科医院）  

・  感染性胃腸炎が再び増加しています。  

（立田村  谷本医院）  

・  無菌性髄膜炎 1 例（ 5 才男）  

（豊田市  星ヶ丘たなかこどもクリニック）  

 

（１～３類及び全数把握の４類感染症の発生状況）  

腸管出血性大腸菌感染症患者２名。  

一宮保健所管内在住の 55 才女性。５ /21 発病、５ / 23 初診、５ / 28 診定。  

菌型は、 O157、 VT２ (+ )。  

安城保健所管内在住の 14 才男性。５ /23 発病、５ / 25 初診、５ / 28 診定。  

菌型は、 O157、 VT2(+)。  

 

 



愛知県感染症情報                        平成 11年 5月 21日 

 連休が終って公園の緑が一段と深くなってきました。「新学期で疲れてきた（？）発熱者

がやや増加」というお手紙を城北病院渡辺先生からいただきましたが、大学生の間でもぼつ

ぼつ五月病が発生する季節です。いつも貴重な情報を有難うございます。5 月前半のまとめ

をお送りします． 

1.名古屋市内：ロタウイルスなどウイルス性の感染性胃腸炎が相変わらず多く脱水による入

院例がいますが、キヤンピロバクターやサルモネラ群、病原性大腸菌（0１、06、018 など）

による腸炎も増えてきました（第一日有吉先生、城北病院渡辺先生、第二日赤岩佐先生、千

種区今枝先生、三菱病院岩間先生）。喘息性気管支炎、仮性クループ、嘔吐＋発熱、ウイル

ス性肺炎とマイコプラスマ肺炎などの気道感染症もあちこちで散発中（第一日赤有吉先生、

国立病院松下先生、城北・渡辺先生、第二日赤岩佐先生、三菱・岩間先生）です。溶連菌感

染症も各地区で目立っています（国立・松下先生、第二日赤岩佐先生）。国立・松下先生か

ら川崎病 1 例、城北・渡辺先生から百日咳散発中とのお手紙をいただきました。全体として

感染症は少なく、中京病院柴田先生からも特に目立つ感染症はありません、とのお手紙でし

た。 

2.尾張地区：犬山市武内先生からは水痘散発中、津島市民病院片桐先生からは水痘と溶連菌

感染症が目立つ、江南市からは溶連菌感染症がやや多く、水痘、ムンプスが散発中、イカ珍

味によるサルモネラ感染症あり（昭和病院尾崎先生、愛北病院水谷先生）、公立瀬戸陶生病

院山口先生からは感染症としては特に目立つものはないが例年に比し喘息発作の入院例が多

い、常滑市民病院肥田先生水痘の小流行と肺炎増加（マイコプラスマ抗体価上昇例あり流行

があるかもしれない）、市立半田病院中島先生からは水痘が散発中とのお手紙をいただきま

した。 

3.三河地区：豊田地区からは水痘、溶連菌感染症、マイコプラスマ肺炎が目立ち、伝染性紅

斑と手足口病が散発中で水痘と合併した重症膿痴疹あり（トヨタ病院村井先生、竹内病院竹

内先生）、市立岡崎病院からは特に目立つ感染症なし、安城更生病院小川先生からは手足口

病がやや増加し嘔吐する胃腸炎が増加傾向あり、喘息様気管支炎の入院がやや増加している、

知立市近藤先生からは水痘増加、手足口病と溶連菌感染症がパラパラあり、EB ウィルス感染

症 1 例、刈谷市田和先生からは嘔吐下痢症（発熱例あり、白色便でロタウイルス陽性例あり

軽症）、発熱・頭痛・嘔吐を訴えるものが少し目立ち、水痘とムンプス散発中、碧南市永井

先生からは水痘が目立つ、豊橋市宮澤先生からは気管支炎、ヘルペス口内炎、水痘、手足口

病、突発疹などと最近になってヘルパンギーナが発症しはじめたとのお手紙をいただきまし

た。有難うございました。  （文責 磯村） 


